
 
 

  

脳、脊髄、神経、筋肉に起こる病気を扱うのが脳神経内科ですが、症状は

多種多様で一般の方にはわかりにくい特徴があります。 何科に受診したら

いいかわからないような時は、まず脳神経内科でご相談下さい。 

 当院では、神経学的な診察に加えて、MRI検査などの適切な検査を行い、

経験豊富な脳神経内科専門医が診断と治療方針を決めていきます。 

 治療は大学病院や地域の連携施設への紹介を行い、最善の治療とケアを目

標としています。 

          【脳神経内科受診をお勧めする症状】 
 

頭痛、めまい、物忘れ、道を間違えるようになった、ろれつがまわらない 

ふらつく、歩きにくい、意識がなくなる、呑み込みにくい 

手足のしびれ、手足がふるえる、力が入らない、字が書きにくい  

物が二重に見える、まぶたが重い                

 
【脳神経内科に関係する病気】  

 

認知症、脳梗塞、パーキンソン病、片頭痛、本態性しんせん 

神経痛、むずむず足症候群、手根管症候群、脊髄小脳変性症など 



 
 

 日本人の４人に１人が頭痛で悩んでいるといわれますが、

適切な治療を受けている方は非常に少ないのが現状です。 

まず脳神経内科を受診して頭痛の原因を調べ、適切な対処を

行いましょう 

 脳神経内科は、脳、脊髄、神経、筋肉の病期を扱う診療科

です。当院では神経学的な診療に加えて、MRIなどの検査を

行い、診断と治療方針を決めていきます。 

診断が決まったら必要に応じて大学病院や地域の連携施設、

かかりつけの医院への紹介を致しますので、遠方からの受診

もご相談ください。 

またお子様の頭痛もぜひご相談ください。 
 

 

【頭痛の原因となる主な病気】 

片頭痛（女性に多く、１０代から発症することが多い） 

筋緊張性頭痛、三叉神経痛、後頭神経痛 

脳の病期（脳腫瘍、くも膜下出血、脳動脈解離、脳静脈洞血栓症） 

目の病気（緑内障）、鼻の病気（副鼻腔炎） 


